
なごや☆子ども City2019 ルールの確認 

第 5 回子ども実行委員会 2019.10.14 Mon 

1.まちでの過ごし方 

 ①受付・ガイダンス 

  ・市民証に名前を書きます。 

  ・お祝い金として 500 みゃあもらいます。 

  ・ガイダンスで、まちでの過ごし方を聞きます。 

 

 ②お店で働く 

  ・お仕事をしたいときは、「おしごとカード」（図 2）を探します。 

   ＊「おしごとカード」が置いてある場所（ おしごとステーション ） 

   「おしごとカード」には、「お店の名前」「どんなお仕事をするか」  

「どれくらい難しいか」を書きます。 

  ・働きたい人は、「おしごとカード」を持ち、市民証と一緒にお店の 

大人に渡します。 

   大人スタッフは、働きたい人の市民証と求人カードを受け取り、

市民証に「おみせ（の名前）」と「（働き始めた）じかん」を記入し

ます。（図 3） 

  ・働ける時間は、20 分から 120 分までです。ただし、小学校 1 年生

と障がいを持つ人は、10 分で終わっても O.K.です。 

  ・働き終える子は、お店の大人スタッフに声をかけます。大人スタ

ッフに、市民証の「（働き終えた）じかん」、「しごとカード（の返却）」

「きゅうりょう」の欄を書いてもらいます。そのあと、銀行に行っ

て、お給料をもらいます。 

 

 ③お給料をもらう 

  ・働き終わった人は、銀行でお給料をもらえます。 

  ・お給料は、10 分につき 150 みゃあもらえます。 

   （＊20 分なら 300 みゃあ。30 分なら 450 みゃあ。） 

 

 ④税金を納める 

  ・銀行で給料を受け取った後、税務署に行きます。 

  ・税務署では、10 分につき 20 みゃあを納めます。 

   （＊20 分なら 40 みゃあ。30 分なら 60 みゃあ。） 

⑤市役所 

▲ 図１ まちの流れ 
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▲ 図 2 おしごとカード 



  ・残ったお金がみんなが自由に使えるお金です。 

  ・銀行と税務署へ行かないと次のお仕事ができません。 

ここまでが基本の流れです。税務署で税金を納めた後は、好きなようにすごすことができます。お店でモ

ノを買ってもよし、レストランでご飯を食べるのもよし、また働くのも O.K です。 

2.まちのルール 

 ①お店に関するルール 

  ・すべてのお店に、ハサミ・マジック・看板・資本金（ 3,000 みゃあ）を配っておきます。 

・お店企画シートに書かれた内容を参考に、必要物品を準備します。 

ただし、スタート時には、すべてがそろっていない場合もあります。 

まちがスタートした後、お店で必要になった材料・備品などは資本金を使って「問屋」などで借りたり買

ったりしてください。 

  ・お店で商品やサービスを売ると、売り上げが発生します。売り上げは、資本金と一緒にお店のお金となり

ます。 

  ＜公共施設では＞ 

   市役所、警察、ハローワークなどの公共施設は、売り上げが発生しません（なぜなら商品を売るわけでは

ないから）。その代わりに、市民が納めた税金によって運営します。 

   税務署の職員は決まった時間に、納められた税金を公共施設に分配しに行きます。基本的には大人スタッ

フが対応しますが、分配に来た税金を受け取ります。受け取った税金を使い、お店から物を買ったり、問屋

から物を借りたりすることで、新しいものを作ることができます。 

 

 ②働く時のルール 

  ・働けるのは 20 分から 120 分まで、10 分刻みです。 

   ただし、小学校 1 年生と、障がいを持つ人は 10 分から働けます。 

   一般の参加者も、子ども実行委員会も、同じルールです。 

   みんながずっと自分で考えたお店で働くわけではありません。 

  ・市民証で「きゅうりょう」や「ぜいきん」の部分にチェックがないと、次のお店で働くことはできません。 

 

 ③市民証で気を付けてほしいこと 

  ・表紙に名前とアレルギーの有無を書きます。 

  ・食べ物を扱うお店では必ず、お客さんにアレルギーがあるかどうかの確認をします。 

   もしアレルギーがある子が来たら、大人スタッフに確認してください。 

 


